市内全域に係る届出対象行為（開発行為）
景観形成基準配慮計画記入シート
	申請者

	

	設計者

	

	計画場所

	

	総合
茅ケ崎市景観計画に記載された、良好な景観の形成に関する方針及び景観形成基準に配慮した計画概要について記入してください。
	地域の特性を表現した事項

	
	

	
	

	
	

	
	まち並みとして工夫した事項

	
	

	
	

	
	

	
	外観上（意匠・形態・素材・色彩）配慮した事項

	
	

	
	

	
	

	
	その他配慮した事項

	
	

	
	

	
	

	添付書類チェック欄

	図書の種類
	明記すべき事項

	付近見取図　
	○方位　○道路　○敷地の周辺の状況

	現況カラー写真　2方向以上
	○敷地及び周辺の状況

	緑化平面図　
	○縮尺　○方位　○植栽の位置、本数及び種類

	緑化立面図　
	○縮尺　○植栽の位置、種類及び本数　○建築物等の緑化予定面

	景観模擬実験図面
	○行為完了後の景観が予想できる図面類

	設計図または施行方法を明らかにする図面　

	○方位　○縮尺　○開発区域境界線　○土地の高低

○各部分の仕上　○道路の位置及び幅員


要素別配慮方針・配慮基準
	１．既存樹木の保全
樹勢・樹姿のよい保存し、まちの記憶を継承する
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○良好な景観を形成し、古木、樹勢がよい既存樹木は保存します。


	□　はい　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○道路境界線から３ｍの範囲内低中木や生垣等があり、良好な景観を形成しているものは、保存に努め、沿道景観の継承に努めます。


	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○やむを得ず保存ができない場合は、当該地の景観を損なわないように修景を行います。

	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	２．擁壁の形態意匠・緑化
緩やかな地形が特徴の茅ヶ崎の地形を意識し、無理のない構造とする
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○前面道路から目視可能な擁壁については、仕上げはできるだけ自然石、化粧型枠、化粧ブロック仕上げ、タイル仕上げ又はこれに類するものを使用し、うるおいのあるデザインとします。


	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○高さは極力抑え、原則５ｍ以下とする勾配擁壁の使用若しくは敷地境界線からの後退などに

より、圧迫感の低減に努めます。


	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○前面若しくは上部の緑化、壁面緑化等の修景を行います。

	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	３．公園・緑地・広場
自然を楽しみ、誰もが楽しんで過ごせる空間を作る。
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○公園は、原則として既存道路から目視可能な位置に配置します。

	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○常緑樹や落葉樹などを混成し、四季を楽しめるような樹種を選定します。


	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○海岸エリアは、海浜植物の地域性のある樹種の植栽を検討する。また、耐潮性に留意します。


	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○既存にある古木や樹姿・樹勢が良いものは極力保存し、活用します。


	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○開放的な空間と緑陰のある空間を適切に設け、誰もが過ごしやすいように樹木の配置を行います。また、うっ蒼とした空間にならないように、将来を想定した樹種の配置を行います。

	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○出口や境界部については、誰もが入りやすいようにユニバーサルデザインに配慮し、明るく、開放的なデザインとします。


	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○道路沿いは、敷地内が見通せるように低木や中木の設置を避け、高木や地被類などを組み合わせ、視界の確保を行います。

	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○ベンチを設置します。ベンチは、緑陰空間に設けるなど、過ごしやすい場所に設けます。


	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○付帯施設（遊具、ベンチ、施設）はできるだけ自然素材を用います。


	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○擁壁は極力避け、自然勾配による土石の安定に配慮します。


	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○フェンス・柵等は、生垣等で代替可能な場合はこれに努めます。代替不可能な場合は、擬木等によりみどりと調和する意匠に努めます。

	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	４．公開空地
安全で快適かつ楽しみのある空間を創出する。
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○通行の支障がない限り、高木を植えるなど、沿道の景観をつくります。


	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○良好な景観を形成している既存樹木がある場合には、活用を検討します。保存できない場合は、修景を行います。


	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○舗装は滑らない素材とし、雰囲気が明るくなるものを選択します。また、道路側と統一感があるようにデザインします。


	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○通行の支障がない限り、ベンチなど一時的に人が滞留できる空間や緑陰空間を設けます。

	□はい　　□いいえ
□該当しないと判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
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